
電立 9◎ m鐸誡絃立癸 駆誦鉤靱朧蠅兆与論饂疇

朝焼けに噴煙あげる桜島

平成 29年 11月 26日 (轟 )午前 11時 30分より

於 ;ジエイドガーデンパレス

鹿児島市上荒田町 19番 1号



与
論
町
距
民
歌

作
詞
　
内
　
与
詩
守

作
曲
　
益
圏
　
一九
甫

一

、黒
潮
は
る
か
に
　
明
け
わ
た
り

朝
日
に
燃
え
る
　
さ
ん
ご
礁

自
然
の
め
ぐ
み
　
拓
き
つ
つ

あ
か
る
く
進
む
　
わ
が
与
論

あ
あ
こ
の
空
に
　
こ
の
海
に

み
ん
な
の
夢
が
　
あ
ふ
れ
て
る

一

一

、港
に
世
紀

の
　
士用
す
れ
ば

畑
に
キ
ビ
の
　
茂
る
う
た

玉
な
す
汗
も
　
美
し
く

ゆ
た
か
に
伸
び
る
　
わ
が
与
論

あ
あ
こ
の
島
に
　
，」
の
上
に

ま
こ
と
の
花
が
　
咲
き
香
る

一

一

一

、

名
残
り
も
ゆ
か
し
い
　
城
の
跡

あ
こ
が
れ
寄
せ
る
　
百
合
ヶ
浜

昔
を
し
の
び
　
今
を
知
り

心
を
む
す
ぶ
　
わ
が
与
論

あ
あ
　
こ
の
町
に
　
こ
の
郷
に

か
が
や
く
明
日
が

待
っ
て
い
る

毅
郷

（ふ
る
さ
と
）
作
詞
　
一員
野
　
辰
之

作
曲
　
岡
野
　
貞

一

一

、

う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山

こ
ぶ
な
釣
り
し
か
の
川

夢
は
今
も
め
ぐ
り
て

忘
れ
が
た
き
ふ
る
さ
と

二
、わ

か
に
い
ま
す
父
母

つ
つ
が
な
し
や
友
が
き

雨
に
風
に

つ
け
て
も

思
い
い
ず

る
ふ
る
さ
と

一

一

一

、

志
を
は
た
し
て

い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん

曲
は
青
き
ふ
る
さ
と

水
は
清
き
ふ
る
さ
と

還 鶴 騨 瞥
野
∫町 鞠 鍵 饉



鹿児島与論会創立90周年記念

洸典・祝賀会 次第

第 X部 式 典 11:30～

司会 久留米貴久子

坂本哲郎 副会長

高橋 肇 会長

山 元宗 様

福地元一郎 様

竹内 英健 様

金子万寿夫 様

田畑博明 幹事長

高橋 肇 会長

佐藤 持久 様

1

2

3

開式のことば

式辞

ご来賓視辞   与論町長

与論町議会議長

全国与論会代表

ご来賓あいさつ 衆議院議員

ご怒 紹介

感謝状贈呈  (功労者4名 )

功労者代表あいさつ

祝電披露4聯烈瞬、
閉式のことば 嘉味田端子 日1会長

<展示コーナーご案内>

○与論今昔写真集     ○ 鹿児島与論会旗 (復刻脚
○大相撲  「千代乃皇」 手形・写真
○プロゴルファー 「勝 みなみ」 優勝トロフイー・賞状
○キックボクシング元チャンピオン 「田畑 隆」 写真集



第Ⅱ部 視賀会

開会あいさつ

祝賀の舞い   かぎやで風 (御前励
乾 杯     関西与論会会長

三味線クラブ演奏  ゆんぬ遊び人唄
*与論サヨサ節 *与論ラッパ節
*ョーテー節  *ニザヨイカナヨイ
*与論小唄   *五尺ヘンコー

≪演芸の部≫

八千代獅子       小原和代
長良川演歌       港 フジエ

ー与論献捧一

12:30-

司会 吉川奈津美
嘉味田洋祐 実行委員長
高橋 肇 遠矢節子
本園茂徳 様

黒田晃正 川上哲三 圏畑徳吉
酒匂泰三 田畑榮次 田畑玲子
山下千枝 山下善健 沖都康子
高橋肇 金子まつ子 田上静子
酒匂健進

山田頼子 中村心美0年D
中村靖子 中本ψ酬瓢2年D

踊

踊

舞

舞

１
　
９
″

4舞 踊
5舞 踊

第一部

第二部

第二部

花も実もある人生航路

舞妓の夢音頭

一特別企画一

6 ユンヌ今昔物語り
映像と朗読  今日の故郷 0与論の姿 朗読 :久留米貴久子

太平洋戦争 (大東亜戦争)と与論

1戦争への足音 2太平洋戦争 3与論の戦時中

i寅Ell 「アダンが揺れた日」 原作 :柳田琢也
鳳薫

者

皇曇

原

算蠣

与論在郷隊長 (Lll 市郎) 林 五十一

挺身隊。国防婦人会 竹下栄子 田中すが子 花木千鶴子 沖都康子 田上静子

金子まつ子     与論村長代理 り「田泰助)池 田直尚

奄美・与論守備隊長 (小野少尉) 竹山 素晴
兵±A 橋口拓矢 兵土B 川田真也 兵士C 吉田昴史 兵士D 小川風姫

防空壕「散兵壕」母親A 原臓歩美 母親B 本咲愛

監督 坂本哲郎   音響。照明 田原崇志 村田寿章 吉圏泰斗

軍隊教練指導 山下善健    衣装 嘉味田瑞子
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10身体鐘

太  鼓   Dttatts c帽 腱 聰 馳 通  USU]鍾 夢 太 鼓

舞 願    芸者ワルツ
琉球舞踊   黒島口説 新里舞踊教室  斉野要子

渡轟 桂

白尾克彦含む14名

小原耕識  港平安璽
有′:1京子  名嘉永子
中間のりえ 酒匂春美

誦

誦

踊

舞

舞

舞

（
》

１

２

，
■

　

「

一
　

●■

あんたの花道

俵積み唄

いのち燃やして

菫舎野憮憩

―ゲスト出演―

i3 かりゆしバンド  ミニライプ  田畑哲彦・美也予 外
たましいの島 他

誠の与論島  婦′入部 15名 (踊り)

福満あい

竹井智子

仁 光子

カチャーシー (六調)

万歳三llE 大牟圏荒尾与論会会長

躍会のことば

町 謙二

薬味El l瑞子 藪会長
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ご来賓の紹介

与論町長

前与論町長

同令夫人

与論町議会議長

元与論町議会議長

前与論郵便局長

与論観光協会長

龍美会風花苑

与論町議会議員

与論町議会議員

公民館絡協会長

茶花副公民館長

与論アイランド園芸

与論竹村自動車

有村酒造社長

有村酒造専務

」A与論統括理事

同上

全国与論会幹事長

与論町栄誉町民

全国与論会顧

東京与論会問

同令夫人

ご芳名

佐藤持久

仁 光子

山下満男

嘉味田洋祐

感謝状贈呈者ご芳名

推薦理由

東京与論会会長    山下清男美

前東京与論会会長   竹内英健

東京与諭会相談役   山下政宏

東京与論会相談役   村田 健

東京与論会前監査役  野口弘明

東京与論会前副会長  堀行 隆

関西与論会会長    本園茂徳

関西与論会監査役   高井哲郎

関西与論会副青年部長 立田与一

関西与論会      立田磯代

大牟田与論会会長   町 謙二

大牟田与論会     朝岡光男

球栄建機社長     村田 宏

同令夫人       村田和子

奄美会幹事長     喜入章夫

天城会会長      元田重信

名瀬会会長      永井洋臣

徳之島会幹事     奥山嘉次郎

奄美大島信用支店長  喜納 進

(敬称略 )

山 元宗

南 政吾
南 英子
福地元一郎

町田末吉

永野展秀

永井新孝

川畑益雄

高田豊繁

林 隆壽
山本池富

町永建身

竹村哲雄

竹村繁代

有村晃治

琴事本寸易疼禾ロ

森 繁信
本園金盛

武東愛一郎

佐藤持久

竹本 登
叶 生二

叶 千代子

鹿児島与論会発展の為に常に心を寄せて頂ぎ当会の発展に多大なる

貢献をなされました。

24年の永きに亘って鹿児島与論会の要職にあって献身的に邁進され

ました。

副会長として前回の 80周年記念事業を成功に導き、続いて第 31代

会長として多大の実績を残されました。

全国与論会長及び与論会会長として郷友会の本旨である会員相互
の

親睦と福祉の向上に貢献されました。


